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ソ
コ
ン
を
通
し
て
広
が
る
輪

新
た
な
学
び
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
親
切
に
サ
ポ
ー
ト　

パ
ソ
コ
ン
な
か
ま

　

「
パ
ソ
コ
ン
な
か
ま
」
は
、
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う
と
す
る
方
や
パ
ソ
コ

ン
の
技
術
を
さ
ら
に
進
歩
さ
せ
た
い
と
い
う
方
に
、
ゆ
と
ろ
ぎ
で
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
仲
間
づ

く
り
を
支
援
す
る
「
パ
ソ
コ
ン
な
か
ま
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
総
務

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

平
林　

陽
子
さ
ん

　

定
年
退
職

し
て
孫
の
面

倒
を
見
て
い

た
が
、
暇
だ

っ
た
の
で
市

の
講
座
に
参
加
。
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ

て
、
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
が
進
歩
し
、
楽

し
さ
が
わ
か
り
、
今
は
初
心
者
の
皆
さ

ん
に
そ
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

「
パ
ソ
コ
ン
な
か
ま
」
と
は
、

活
動
の
き
っ
か
け
は

並
木　

一
夫
さ
ん
（
代
表
）

　

私
は
結
成

当
初
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
。

初
代
会
長
の

後
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
８
人
で
そ
れ

ぞ
れ
が
※

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
得

意
分
野
の
講
座
を
担
当
し
ま
す
。
教
材

は
講
師
の
手
作
り
で
、
月
１
回
作
成
し

て
い
ま
す
。
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。

関
澤　

和
代
さ
ん

　

20
年
前
、
国
の
施
策
の
一
環
で
市
主

催
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
習
会
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
す
る
会
と
し
て
「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ

ば
」
が
発
足
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の

後
、
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
仲
間
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
名
称
を
変
更
し
て
「
パ

ソ
コ
ン
な
か

ま
」
が
発
足

し
、
今
に
至

り
ま
す
。

【表紙の写真】
（令和３年10月撮影）
久々に再開したパソコン講座

（ゆとろぎにて）

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

パ

▲わからないことはスタッフがサポート（ゆとろぎ講座室）

▲とてもわかりやすい手作りの教材
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木
内　

滋
さ
ん

　

退
職
し
て

新
し
い
こ
と

を
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
、

受
講
生
と
し

て
参
加
し
た
際
に
、
声
を
か
け
て
も
ら

っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
エ
ク
セ
ル
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
10
人
に
対
し

ス
タ
ッ
フ
８
人
で
、
そ
の
技
術
に
合
う

よ
う
指
導
で
き
る
場
は
、
他
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
で
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

宇
津
木　

節
子
さ
ん

　

市
の
講
座

に
参
加
し
て

パ
ソ
コ
ン
に

興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
山

に
行
っ
た
時
の
写
真
や
記
録
を
自
分
で

作
っ
た
り
し
て
い
た
ら
、
山
の
仲
間
に

誘
わ
れ
て
入
会
し
、
今
ま
で
技
術
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
山
の
会
の
記
念
冊
子

や
体
操
の
記

念
誌
、
同
窓

会
誌
な
ど
作

れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
何
回
聞
い
て
も
い
い
で
す
よ
」

の
ス
タ
ン
ス
で

並
木　

緊
急
事
態
宣
言
中
は
開
催
で
き

て
い
な
い
が
、
通
常
は
、
４
月
か
ら
11

月
ま
で
は
ワ
ー
ド
中
心
の
講
座
。
そ
の

ほ
か
、
エ
ク
セ
ル
、
※

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
な
ど
、

１
年
間
の
コ
ー
ス
を
組
ん
で
個
々
の
要

望
・
熟
練
度
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い

ま
す
。

関
澤　

講
座
を
受
け
て
い
る
方
の
年
齢

は
、
30
代
～
50
代
が
25
％
、
60
代
～
70

代
が
75
％
。
男
女
比
は
女
性
が
75
％
く

ら
い
で
す
。

宇
津
木　

最
近
は
高
齢
の
方
の
参
加
が

多
く
、
講
座
に
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
80
歳
に
な
っ
て

初
め
て
来
る
方
も
い
て
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は
素
晴
ら

し
い
で
す
。

関
澤　

自
分
が
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
時
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
娘
に
何
回

も
聞
き
ま
し
た
。
講
座
に
来
る
方
は
不

安
も
多
い
の
で
、
「
１
回
聞
い
て
も
忘

れ
ま
す
よ
ね
、
み
ん
な
一
緒
で
す
。
何

回
聞
い
て
も
い
い
で
す
よ
。
」
と
い
う

の
が
私
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
。
そ
れ
が

「
パ
ソ
コ
ン
な
か
ま
」
な
ん
で
す
。

全
員
が
講
師
、
教
え
る
楽
し
み
や

苦
労
す
る
こ
と
は

木
内　

超
慎
重
派
の
方
な
ど
、
生
徒
さ

ん
の
個
人
差
が
あ
り
、
大
変
な
時
も
あ

り
ま
す
が
、
意
欲
の
あ
る
方
や
人
間
的

に
見
習
う
よ
う
な
方
も
い
て
、
こ
ち
ら

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

関
澤　

ア
イ
コ
ン
が
消
え
た
り
、
思
い

も
よ
ら
な
い
画
面
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
方
が
い
て
、
そ
の
都
度
、
解
決
方
法

を
調
べ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

並
木　

コ
ツ
コ
ツ
と
家
で
練
習
し
て
く

る
方
も
い
て
、
タ
イ
ピ
ン
グ
が
ど
ん
ど

ん
早
く
な
っ
て
い
き
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

今
後
の
課
題
、
進
む
道
は

関
澤　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
な
ど
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
様

インタビューを終えて

　デジタル化の進展に伴い、さらに情報
格差が拡大する可能性があり、皆さんの
ニーズが高まると感じました。仲間が集
うことや新たにチャレンジすることが、
若返りや人生を楽しくすることにつな
がるのですね。皆さんの笑顔が会の楽し
さを物語っていました。

*　*　*　*　*　*
　お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

子
を
見
て
心
苦
し
か
っ
た
で
す
。
緊
急

事
態
宣
言
中
は
講
座
を
開
か
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
が
、
何
か
お
手
伝
い
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
。
こ
れ
か
ら
先
、

市
民
に
対
し
て
何
か
私
た
ち
が
取
り
組

め
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
。

平
林　

コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
て
パ
ソ

コ
ン
講
座
が
今
ま
で
の
よ
う
に
で
き
る

と
い
い
で
す
。

宇
津
木　

Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
）
が
新
し
く
変
わ
る
と
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
私
た
ち
も
勉
強
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
次
も
あ
ま
り
変
わ

っ
て
な
い
と
い
い
の
で
す
が
。

並
木　

私
は
81
歳
に
な
り
ま
す
。
若

く
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、
新
し
い
こ

と
を
勉
強
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

パソコンなかま

　毎週金曜日、午前と午後の２時間ず

つ、パソコン講座を行っています。

活動場所　ゆとろぎ講座室

会　員　８人

連絡先　042-555-1489　並木

　講座は、月４回2,000円。講座の申

込みは「ゆとろぎイベントガイド」（全

戸配布・隔月発行）をご覧いただく

か、お問い合わせください。

▲手がけられた冊子

※ワード、エクセル、パワーポイント…マイクロソフト社が提供するソフト
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令和２年度決算審査

　９月21日、22日の２日間にわたり、令和２年度一般会計等決
算審査特別委員会を開催しました。（山崎陽一委員長、大塚あか
ね副委員長）
　市長から提出された前年度の一般会計、特別会計および公営企
業会計の決算の認定に係る議案について、予算の執行が適正かつ
効果的・効率的に行われたかなどを審査しました。
　その結果、すべての会計の決算を認定すべきと決定しました。
審査結果を、最終日の本会議で報告し、７つの会計すべてを認定
しました。
　特別委員会での審査の概要をお知らせします。

市税 34.0%

101億2,298万円

国庫支出金
35.0%

104億1,954万円

繰入金・繰越金・
諸収入など
7.3％　21億8,489万円

都支出金
12.8%

38億565万円

地方譲与税などの
交付金
6.3%　18億6,697万円

市債
2.3%　6億8,460万円

使用料及び手数料
1.2%　3億5,890万円

地方交付税
0.8%　2億 4,771 万円

保育料などの負担金
0.3%　7,331 万円

歳　入
297億

6,455万円

一
般
会
計

前
年
度
と
比
較
し
て
28
・
８
％（
66
億
５
８
０
３
万
円
）
増
加

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の　
　
　

各
種
補
助
金
が
増
加

市
民
税
法
人
分
は
45
・
２
％
の
減
少

景
況
の
悪
化
が
市
内
企
業
の
業
績
に
影
響

■令和２年度一般会計および特別会計の決算状況 （単位：万円）

区　分 予算現額
歳入決算額

（実際の収入）

収入率
（予算現額に
対する歳入の

割合）

歳出決算額
（実際の支出）

執行率
（予算現額に
対する歳出の

割合）

歳入歳出
差引額

一般会計 3,002,454 2,976,455 99.1％ 2,879,013 95.9％ 97,442

特
別
会
計

国民健康保険事業 594,808 578,311 97.2％ 560,107 94.2％ 18,204

後期高齢者医療 134,158 134,261 100.1％ 131,712 98.2％ 2,549

介護保険事業 395,898 387,487 97.9％ 373,419 94.3％ 14,068

羽村駅西口土地区画整理事業 194,252 160,707 82.7％ 150,510 77.5％ 10,197
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令和２年度一般会計等決算審査特別委員会

過去最大の決算額となる　令和２年度決算を認定

経常収支比率
※

が５年連続100％を超え、
厳しい財政運営が続く

民生費
37.9％

109億1,605万円

総務費　29.6%
85億880万円

教育費
9.5%

27億4,129万円

土木費
6.7%

19億1,601万円

衛生費
7.4%

21億1,750万円

消防費
3.3%

9億6,342万円

公債費
2.8％　8億1,765万円

その他
（議会費、労働費、農林費、商工費、
  災害復旧費、諸支出金）　

2.8%　8億941万円

歳　出
287億

9,013万円

前
年
度
と
比
較
し
て
28
・
０
％（
63
億
３
４
０
万
円
）
増
加

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
費
が
増
加

性
質
別
経
費
は
、
扶
助
費
や
人
件
費
な
ど
が
増
加

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
等
に
よ
り
人
件
費
が
増
加

決算認定までの流れ

会計管理者が決算を
調製し、市長に提出。

市長は、決算につい
て監査委員の審査を
受け、監査委員の意
見書を添付して決算
を議会に提出。

本会議

本会議

決算認定

議会（９月定例会）
決算審査特別委員会を設置し付託。

特別委員会での審査結果を本会議
で委員長が報告。
委員長報告に対する質疑・討論を経
て、会計ごとに採決。

決算審査特別委員会

決算について、収支が適法であ
ったか、正当に執行されたか、
予算編成時に期待された行政効
果が達成されたか、などを審査。
質疑・討論を経て、会計ごとに
採決。

※ 経常収支比率…市税などの一般財
源に占める経常的な支出の割合。
26市の平均は90.6％。
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委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

　
　

市
民
税
法
人
分
は
、
前
年
度
の
７

億
１
４
０
４
万
円
か
ら
３
億
９
１
０
２
万

円
へ
と
前
年
度
比
45
・
２
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
業
種
別
の
動
向
は
。

法
人
税
割
の
状
況
は
、
製
造
業
の

税
収
が
一
番
多
い
が
、
大
幅
に
落
ち
こ

ん
だ
状
況
で
あ
る
。
次
い
で
、
卸
売

業
・
小
売
業
、
建
設
業
の
税
収
が
多
い
。

市
民
税
法
人
分
が
４
億
円
を
下
回

る
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
過
去
に
４
億

円
を
下
回
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

直
近
で
は
下
回
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

市
民
税
法
人
分
が
予
算
の
見
込
み

額
よ
り
下
回
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
お
い
て
企
業

の
業
績
が
落
ち
込
ん
だ
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
交
付
さ
れ
た

国
庫
補
助
金
は
、
市
と
し
て
ど
う
い
う

視
点
で
活
用
し
た
か
。

国
の
示
す
「
地
域
未
来
構
想
」

を
参
考
に
、
事
業
者
支
援
、
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
市
民
生
活
支
援
な
ど
に

活
用
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

■
福
祉
・
健
康

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
妊
産
婦

相
談
を
23
回
開
催
し
た
が
、
利
用
者
が

１
人
だ
っ
た
要
因
は
。

広
報
等
で
周
知
し
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
利
用
経
験
が
な
い
方
が
利
用
に

踏
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
事
前
予

学校に配布された端末

オンライン相談がスタート

聖火リレートーチの巡回展示

委員の討論（一般会計）

令和2年度決算審査

限られた予算の中で市民

福祉の向上が図られた

　ＧＩＧＡスクール構想の進展、

ワクチン接種プログラムの立

ち上げ、はむりんスクラッチ

2020の発行支援、羽村駅西口

土地区画整理事業の着実な進

展、オリンピック・パラリンピ

ックの気運醸成、キルギス共

和国友好親善事業等の各種事

業を限られた予算の中で行い、

市民福祉の向上が図られたも

のと認められるため、賛成。

＜新緑会＞

予算の問題点がそのまま

であり、決算にも反対

　令和２年度予算審査の際、

市税が減少するなか、西口土

地区画整理事業には前年度比

99％増の予算を計上する一

方、町内会助成金、敬老金、

図書館の書籍費の削減や、道

路改修を先送りするなどの問

題点や、市民への説明不足を

指摘し反対した。コロナ禍へ

の対応に熱心に取り組まれた

が、指摘した予算の問題点は

そのままであり、決算にも反対。

 

 ＜日本共産党＞

反対賛成

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
５
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

●
討
論
と
は
… 

本
会
議
や
委
員
会
で
、
表
決
の
前
に
、
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
に
つ
い
て
、
賛
成
か
反
対
の
意
見
を
表

明
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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約
制
で
あ
っ
た
た
め
、
即
時
性
に
か
け

る
部
分
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
生
活
保
護
の

申
請
者
が
減
少
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

住
居
確
保
給
付
金
な
ど
、
他
制
度

を
活
用
し
た
市
民
が
多
か
っ
た
た
め
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
生
活
保
護
の

申
請
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託

料
が
、
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
。

例
年
、
65
歳
以
上
の
方
に
自
己
負

担
２
５
０
０
円
で
接
種
を
行
っ
て
い
た

が
、
東
京
都
が
早
期
接
種
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
、
自
己
負
担
分
の
補
助
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
接
種
者
が
３
７

５
０
人
近
く
増
加
し
た
た
め
。

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　

東
京
２
０
２
０
大
会
の
気
運
醸
成

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
に

な
る
中
、
市
民
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ

た
と
考
え
て
い
る
か
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
は
以
前
か

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
１
８
年
、

２
０
１
９
年
と
受
入
れ
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
聖
火
リ
レ
ー
の

リ
ハ
ー
サ
ル
の
実
施
な
ど
、
他
自
治
体

で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
実
施
し
、

レ
ガ
シ
ー
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

反対

経常収支比率のさらなる

改善と市民福祉の向上を

　経常収支比率が５年連続で

100%を超え、依然厳しい財

政状況にある。その中で、第

五次長期総合計画の後期基本

計画に掲げた事業を積極的に

取り組んできた。全事務事業

の点検・見直しをはじめとし

た行財政改革の取り組みを強

力に実行し、経常収支比率の

さらなる改善など、財政の健

全化に努めながら、市民福祉

の向上に取り組んでいただき

たい。

 ＜新政会＞

令和２年度の主な事業

　【子ども・生涯学習】

◆ 妊娠・出産・子育て包括支援拠点（子

育て包括支援センター）の運営

◆ 第二次生涯学習基本計画の策定　

【市民生活】

◆ 風水害対策の充実（防災非常用蓄電池、

可搬式大型エンジンポンプなどの購入）

◆ 災害時の情報伝達手段の強化(固定系

防災行政無線のデジタル化整備工事)　

【環境・都市整備関係】

◆ 羽村駅西口土地区画整理事業の推進

◆グリーントリム公園の整備　

【行財政運営】

◆ 第六次羽村市長期総合計画の策定　

【オリンピック・パラリンピック】

◆ 東京2020大会の気運醸成、市民意識

の高揚を図る取り組みの推進

賛成

令和2年度決算審査

感染症対策や市民・事業

者への政策を評価

　令和２年度は、新型コロナ

ウイルス感染症との戦いに終

始した年度であり、感染症対

策に対するスピード感が問わ

れた一年であった。その中

で、市民や事業者のための政

策を進め、ワクチン接種の体

制づくりを始めるなど、よく取

り組んできた。しかしながら、

財政状況は依然と厳しく、財

政再建を大胆に取り組んでも

らいたい。

＜公明党＞

コロナ禍で市民税は減収、

区画整理への支出は反対

　新型コロナウイルス感染症

拡大の影響を受け、市民税が

大きく減収となった。特に法

人分は過去最大の落ち込みと

なり、個人所得の減少は暮ら

しの厳しさを浮き彫りにし

た。事業の見直しは必須であ

ったが、羽村駅西口土地区画

整理は最重要課題に位置付け

たまま、一般会計から７億

2,290万円も支出していて認

められない。

＜市民ネットワーク＞

反対賛成
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■
安
全
・
安
心

道
路
舗
装
修
繕
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
令
和
４
年
度
が
完
了
年
で
あ
る
が
、

令
和
２
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

27
・
４
％
で
あ
る
。
期
間
内
に

１
０
０
％
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
今
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を

図
っ
て
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
ど
の
よ
う
な
判
断
で
購
入
で
は
な

く
、
リ
ー
ス
契
約
に
し
た
の
か
。

リ
ー
ス
契
約
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
含
め
て
契
約
す
る
た
め
、
専
門
業
者

に
パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
点
検
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

リ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

■
く
ら
し

　
　

グ
リ
ー
ン
ト
リ
ム
公
園
の
改
修
は
、

ん
だ
か
。

　
　

市
内
業
者
優
先
の
指
名
基
準
を
規

定
し
て
い
る
。
各
担
当
が
物
品
調
達
す

る
場
合
は
、
ま
ず
市
内
業
者
に
見
積
も

り
を
取
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

■
教
育Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
た
め

の
体
制
づ
く
り
を
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
。

令
和
２
年
度
は
、
一
人
一
台
端
末

と
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
す
る

な
ど
学
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
注
力

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
行
っ
た
か
。

　
　

市
内
に
は
、
幼
児
が
遊
べ
る
よ
う

な
公
園
が
少
な
い
た
め
、
近
隣
の
保
育

園
や
幼
稚
園
と
意
見
交
換
を
行
い
、
幼

児
向
け
の
遊
具
を
設
置
し
、
小
さ
な
子

ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
な
公
園
と
し
た
。

集
会
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事

は
、
ど
こ
の
施
設
が
行
わ
れ
、
洋
式
化

率
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
た
か
。

中
央
館
、
栄
会
館
、
三
矢
会
館
、

小
作
本
町
会
館
、
緑
ヶ
丘
会
館
、
小
作

台
東
会
館
、
川
崎
会
館
、
小
作
台
西
会

館
を
行
い
、
洋
式
化
率
は
83
％
で
あ
る
。

創
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
助
成
金
の
利

用
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

前
年
度
43
件
か
ら
61
件
へ
と
大
き

く
増
え
、
さ
ら
に
、
数
件
の
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
が
生
ま
れ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
を
作
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

し
た
。
ま
た
、
学
校
で
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
先
生
方
に
検
討
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
　

各
学
校
へ
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

の
導
入
に
よ
り
、
教
員
の
働
き
方
が
変

わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
実
績
を

報
告
す
る
べ
き
で
は
。

教
員
の
残
業
時
間
な
ど
の
実
績
報

告
は
、
毎
月
校
長
会
で
行
っ
て
い
る
。

事
務
報
告
書
へ
の
掲
載
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

市役所に設置されている AED

学校に導入したタイムレコーダー

幼児が遊びやすい公園へ改修
（グリーントリム公園）

令和2年度決算審査

保険税の負担が重すぎる、

安心してかかれる医療を

　国民健康保険税は今回の改

定で一層引き上げられた。両

親40歳以上、子ども２人の

年間所得200万円の４人世帯

では、保険税は28万8,700

円から30万400円に、1万

1,200円値上げされ、所得の

15％にのぼり、負担が重す

ぎる。都道府県知事会も国保

税は高すぎると国に1兆円の

補助をすべきと要請した。以

上の理由で決算の認定にも反

対する。

 ＜日本共産党＞

反対

委員の討論(国民健康保険事業会計）
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令和2年度決算審査

多額な市費を投入する

事業は、即刻検証すべき

　 広 い 道 路 を 造 る た め 、

1000棟を取り壊す区画整理

は戦時中の「建物強制撤去」

と同じで権利者が苦しんで

いる。事業費16億円は、前

年度の1.7倍である。東京都

都市づくり公社への高額な

委託料に加え、厳しい財政

状況にも関わらず、事業の

前倒しで年間市費を10億

円、1日あたり300万円を垂

れ流すこの事業は、前市長

の遺物である。即刻検証を

求めて決算に反対。 ＜世論＞

反対反対

市の将来にとって重要な

事業、着実な推進を

　令和２年度の西口土地区画

整理事業会計の根幹となる業

務委託費を見ると、補助金を

可能な限り活用し、市民負担

軽減が図られていることが伺

える。西口土地区画整理事業

は、さまざまな視点から羽村

市の将来にとって大変重要な

事業である。厳しい財政状況

下においても優先順位をつ

け、着実に事業を推し進めて

いく必要があると考える。

＜新政会＞

賛成

特
別
会
計　

歳
入
・
歳
出

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
　

都
内
の
住
所
異
動
に
住
所
地
特
例

制
度
が
な
い
こ
と
に
よ
る
、
区
市
町
村

間
の
財
政
的
な
不
均
衡
を
回
避
す
る
た

め
の
区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金
が
創

設
さ
れ
た
が
、
不
十
分
と
考
え
る
。
今

後
の
取
組
み
は
。

補
助
金
に
よ
り
一
定
の
改
善
は
さ

れ
た
が
、
不
均
衡
が
完
全
に
解
消
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
も
他
市

町
村
と
連
携
を
図
り
、
国
へ
制
度
改
正

の
要
望
を
続
け
て
い
く
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
教
室
や
認
知

症
予
防
後
援
会
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
も
参

加
者
が
増
え
て
い
る
が
、
希
望
者
全
員

が
受
け
ら
れ
て
い
る
か
。

申
し
込
み
し
た
方
は
全
員
参
加
で

き
て
い
る
。
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
事
業
を
開
催
し
た
。

■
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

令
和
２
年
度
に
建
物
移
転
し
た
件

数
と
エ
リ
ア
は
。

川
崎
地
区
が
３
棟
、
羽
村
大
橋
周

辺
が
33
棟
の
36
棟
で
あ
り
、
全
て
再
築

工
法
で
行
っ
た
。

■
水
道
事
業
会
計

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
配

水
管
布
設
替
え
工
事
と
管
種
替
え
工
事

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
と
比
較
し
て

令
和
２
年
度
の
耐
震
性
の
割
合
は
。

耐
震
性
を
満
た
す
水
道
管
路
の
割

合
は
、
令
和
元
年
度
が
23
・
３
％
、
令

和
２
年
度
は
24
・
３
％
で
あ
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
は
。

汚
水
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
更
新

に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視
野
で
計
画
的

に
点
検
、
調
査
、
補
修
し
、
財
源
の
平

準
化
を
は
か
り
、
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
く
た
め
の
計
画
と
し
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
に
は

そ
れ
ぞ
れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

委員の討論（羽村駅西口土地区画整理事業会計）

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会

議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に

な
る
場
合
は
、

　

 「
羽
村
市
議
会
」

　

→
「
会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
」

　

 

→
「
令
和
２
年
度
一
般
会
計
等
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■ 

第
６
回
定
例
会
（
９
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
決

算
認
定
７
件
、
条
例
に
関
す
る
議
案
２
件
、
補
正
予
算
案
件
６
件
、

専
決
処
分
の
報
告
４
件
、
そ
の
他
の
議
案
６
件
合
わ
せ
て
25
件
を

認
定
・
可
決
・
修
正
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■ 

市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
を
修
正
可
決

羽
村
市
基
本
構
想

　

【
主
な
内
容
】　

　

現
行
の
羽
村
市
基
本
構
想
の
計
画
期

間
が
令
和
３
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新

た
な
羽
村
市
基
本
構
想
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　

修
正
可
決

修
正
案
の
提
出

　

羽
村
市
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

を
６
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
「
羽
村

市
基
本
構
想
」の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
か
ら
修
正
動
議

（
修
正
案
）が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
修
正
案
を
可
決
、
修
正
部

分
を
除
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
を
本
会
議

で
委
員
長
が
報
告
し
、
採
決
の
結
果
、

修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
修
正
案
の
内
容
】
　

　

「
ま
ち
づ
く
り
で
大
切
に
す
る
想
い
」

に
お
い
て
、
格
差
の
拡
大
な
ど
の
社
会

問
題
の
視
点
を
取
り
入
れ
、「
一
人
ひ

と
り
」
を
大
切
に
す
る
と
い
う
新
た
な

項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
一
部
の
項
目
に
つ
い
て
、
説
明
文
等

の
文
言
の
修
正
、
追
加
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
未
来
を
築
く
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
」

お
よ
び「
自
治
体
運
営
の
方
針
」に
つ
い

て
、
時
代
の
流
れ
や
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

審
査
し
、
文
言
の
修
正
、
追
加
を
行
い

ま
し
た
。

　市長から議会に提出された議案は、本会議お

よび委員会で審議・審査されます。議員（委員）は

必要に応じて修正案を提出することができます。

　その修正の提議を行う時は案を備え、「修正動

議」（修正案）を提出することとなります。

修正動議とは・・・？

取水堰付近から見た多摩川上流方向
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議 案 審 議

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　

（
９
月
14
日
・
９
月
30
日
分
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
教
育
長
の
任
命
に
同
意

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
桜
沢
修
氏
を
教
育
長
に
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

【
任
期
】　

令
和
３
年
10
月
１
日
～
令
和

６
年
９
月
30
日

【
議
決
結
果
】　

原
案
同
意

■ 

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
設
置
・
管
理
者
を
内
閣
総
理

大
臣
に
変
更

羽
村
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
に
伴
い
、
関
係

法
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
管
理
者
が

総
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決

質
疑

　
　

情
報
提
供
等
記
録
を
訂
正
し
た
旨

の
書
面
の
送
り
先
が
総
務
大
臣
か
ら
内

閣
総
理
大
臣
に
変
更
さ
れ
た
が
、
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
か
。

　
　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
改
め

て
シ
ス
テ
ム
自
体
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
。討

論

　

今
回
の
条
例
改
正
の
根
拠
と

な
る
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
及
び
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
は
大
問
題

で
あ
り
反
対
、
条
例
改
正
に
も
反
対
。

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

個
人
情
報
保
護
の
内
容
を
変

え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設

置
法
の
施
行
に
伴
う
改
正
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
な
る
変
更
が
予
想
さ
れ
る
。
デ

ジ
タ
ル
法
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
に
反

対
す
る
立
場
か
ら
条
例
改
正
に
も
反
対
。

（
世
論
）

委
員
会
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
方
財
政
は
、

来
年
度
も
巨
額
の
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
や
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
社
会
保
障
関
係
経
費
な
ど
の
財

政
需
要
に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
令
和

４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
次

の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
国
に
要
望
す
る
。

⑴
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
関
係
経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳

出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ

な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

⑵
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め

て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の

根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
断
じ
て

行
わ
な
い
こ
と
。
現
行
の
特
例
措
置

は
今
回
限
り
と
し
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

⑶
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、
課

税
標
準
額
の
負
担
調
整
措
置
は
、
令

和
３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

⑷
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
対
応
す
る
た
め
に
、
税
の
軽
減
措

置
等
を
行
う
場
合
は
、
地
方
自
治
体

か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
地
方
自
治
体

の
減
収
に
つ
な
が
ら
な
い
方
法
に
よ

る
こ
と
。

⑸
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講

じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延

長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
行
わ

な
い
こ
と
。

⑹
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充

す
る
場
合
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税

又
は
地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税

源
配
分
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房

長
官
・
総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
経

済
産
業
大
臣
・
経
済
再
生
担
当
大
臣

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決
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議 案 の 議 決 結 果

＜全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例の一部を改正
する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

承認

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

羽村市児童遊園条例の一部を改正する条例
鳩胸児童遊園の用地返却に伴い、鳩胸児童遊園
を廃止する。

原案可決

羽村市基本構想
Ｐ 10 参照

修正案可決
修正可決

修正部分を除く原案可決

令和 3 年度羽村市一般会計補正予算（第 6 号）
歳入歳出それぞれ 15 億 950 万円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 241 億
1,020 万円とする。

原案可決

　

件名・概要 議決結果

令和 3 年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算
（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 8,203 万 3 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 60 億 8,533
万 3 千円とする。

原案可決

令和 3 年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算
（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 2,932 万 3 千円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ 13 億 5,172 万
3 千円とする。

令和 3 年度羽村市介護保険事業会計補正予算（第
2 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 4,067 万 8 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 40 億 917 万
8 千円とする。

令和 3 年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土
地区画整理事業会計補正予算（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 196 万 9 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 16 億 6,596
万 9 千円とする。

令和 3 年度羽村市水道事業会計補正予算（第 1 号）
水道施設の改良工事として、鳩胸児童遊園前の市
道第 5048 号線に配水管を布設する工事を行う必
要があるため、資本的支出の建設改良費の増額を
行う。

令和 2 年度羽村市水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について
令 和 2 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金、3 億 2045 万
4,246 円のうち、1 億 6,147 万 9,019 円を減債
積立金に積み立て、1 億 5,897 万 5,227 円を資
本金に組み入れる。

市道路線の認定について
宅地開発事業により設置された道路を「市道第
5177 号線」「市道第 6177 号線」として新たに
認定する。

教育委員会教育長の任命について
Ｐ 11 参照

原案同意教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任期満了に伴い、永井英義氏を
任命したいので、議会の同意を求める。

【任期】令和 3 年 10 月 1 日〜令和 7 年 9 月 30 日

損害賠償額の決定について
売却した市有地の宅地造成工事において、土地を
掘削したところ、コンクリート塊、アスファルト
塊等の廃棄物が発見され、土地所有者に損害を与
えた事故に対する損害賠償額を決定するもの。

原案可決

■市長提出議案の議決結果

＜賛否の分かれた議案＞

件名・概要

会派名（数字は人数）

議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

羽村市個人情報保護条例の一部を改正する条例　
Ｐ 11 参照

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 原案可決
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議 案 の 議 決 結 果

■陳情の審議結果

件名
審査した

委員会

会派名（数字は人数）
本会議での

議決結果
緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情

総務
委員会

× ×

〇

〇 × 〇 〇 × 不採択

×

■委員会提出議案の議決結果

件名
提出した

委員会

本会議での

議決結果

羽村市議会会議規則の一部を改正する規則
議会運営委員会

原案可決
羽村市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の一部を改正する条例

コロナ禍による厳しい財政状況に対し、地方税財源の充実を求める意見書
Ｐ 11 参照

総務委員会

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での

　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

日本共産党

秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

新 政 会新 緑 会

＜令和2年度決算認定の議決結果＞

件名

会派名（数字は人数）
本会議での

議決結果
緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

認定

特
別
会
計

国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業会計歳入歳出決算

〇
〇 〇 × 〇 × × 〇

×

水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■各 会 派 の 賛 否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　

 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　　　　

■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党

 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　

例



ぎかいのトビラ（令和 3.11.1） 14

市政について問う

一
般 

質 

問

一
般
質
問
と
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
全
般
に

つ
い
て
の
議
員
の
質
問
で
す
。

第
６
回
定
例
会
で
は
、

９
月
７
日
、
８
日
、
９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

《Ｑ》防災行政無線のデジタル化はいつ完了するか

《Ａ》工事がすべて完了するのは今年度末になる

防
災
全
般
に
つ
い
て

質
問
　
防
災
行
政
無
線
の
工
事

が
完
了
し
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
に
変
更
さ
れ
る
の
は
、

い
つ
か
ら
か
。

市
長
　
今
年
度
末
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
工
事
が
す
べ
て

完
了
す
る
ま
で
は
両
波
を
使
用

し
た
運
用
と
な
る
。

質
問
　
防
災
行
政
無
線
を
聞
き

損
ね
た
場
合
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
や
市
役
所
の
内
線
８
８
８
で

複
数
回
の
再
生
を
可
能
と
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
後
は
、
放
送
後
24
時
間

以
内
で
あ
れ
ば
、
複
数
件
の
内

容
確
認
が
可
能
と
な
る
。

質
問
　
市
民
か
ら
、
市
内
の
ホ

テ
ル
と
災
害
時
に
お
け
る
協
定

を
結
ん
で
お
く
べ
き
と
の
提
案

が
あ
り
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
平
成
30
年
度
に
市
内
３

か
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。

質
問
　
消
費
者
庁
が
賞
味
期
限

を
過
ぎ
た
備
蓄
品
を
活
用
す
る

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
す
る
が
、

羽
村
市
で
は
ど
う
か
。

市
長
　
従
来
か
ら
食
品
ロ
ス
の

回
避
に
努
め
て
い
る
が
、
消
費

者
庁
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

質
問
　
ゆ
と
ろ
ぎ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
の
増
強
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

教
育
長
　
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の

改
善
と
通
信
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

質
問
　
生
涯
学
習
部
が
主
体
と

な
っ
て
や
さ
し
い
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
体
験
講
座
を
継
続
的
な
講

座
に
発
展
で
き
な
い
か
。

市
長
　
市
民
の
関
心
も
高
く
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
と

し
て
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

高田 和登 議員（新緑会）

デジタル化整備工事中の防災行政無線
（左：デジタル化後　右：デジタル化前）

踊子草公園
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《Ｑ》他自治体のように、市での害獣対策支援への取組みを

《Ａ》市民が安全に生活できる環境の形成に努める

害
獣
対
策
に
つ
い
て

 

他
自
治
体
の
よ
う
に
、
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の

害
獣
対
策
支
援
を
。

質
問
　
都
や
国
の
補
助
制
度
等

を
活
用
し
、
市
で
も
財
政
的
、

技
術
的
な
支
援
を
し
て
は
。

市
長
　
対
策
を
実
施
の
自
治
体

を
参
考
に
害
獣
対
策
へ
の
方
針

を
定
め
、
市
民
が
安
全
に
生
活

で
き
る
環
境
の
形
成
に
努
め
る
。

通
学
・
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

　

通
学
路
等
の
危
険
箇
所
を
子

ど
も
目
線
で
徹
底
的
に
点
検
・

調
査
し
、
安
全
対
策
の
前
進
を
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
も
毎
年
度
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
、
幼
保
関
係
団

体
に
よ
り
通
学
路
な
ど
の
安
全

点
検
が
行
わ
れ
、
改
善
点
や
要

望
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
と
、
今
後
の
取
組
み
は
。

市
長
　
要
望
を
踏
ま
え
安
全
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
も
適

切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
民
間
所
有
を
含
め
、
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
と
、

安
全
対
策
へ
の
取
組
み
は
。

市
長
　
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
改
修
工
事
を
行
い
、
安
全

対
策
を
図
っ
て
い
る
。
民
間
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
生
け
垣
に
替

え
る
助
成
制
度
を
推
進
す
る
。

今
後
も
安
全
へ
の
意
識
醸
成
を

図
る
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診

者
増
と
健
診
内
容
の
充
実
を

　

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
多
く
の
方
の
受
診
の

推
進
を
。

質
問
　
市
で
の
胃
が
ん
検
診
は

バ
リ
ウ
ム
検
査
の
み
だ
が
、
一

部
負
担
等
の
条
件
を
定
め
、
内

視
鏡
検
査
も
選
択
可
能
と
す
る

検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
内
視
鏡
検
査
も
国
の
指

針
に
追
加
さ
れ
た
。
今
後
の
研

究
課
題
と
す
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

アライグマとハクビシン
東京都の外来種対策マニュアルより抜粋

《Ｑ》フードバンクが市内で立ち上がったが、市の支援は

《Ａ》効果的支援について検討していく

子
ど
も
食
堂
と

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

８
月
に
は
市
内
で
４
カ
所
目

の
子
ど
も
食
堂
が
オ
ー
プ
ン
。

９
月
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
設
立

さ
れ
た
。
平
成
28
年
12
月
定
例

会
で
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
質
問
し
、
そ
の
後

の
状
況
を
伺
う
。

質
問
　
誰
も
が
利
用
で
き
る

「
子
ど
も
食
堂
」
に
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
形
態
、

活
動
内
容
等
が
異
な
っ
て
お
り
、

市
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

か
検
討
す
る
。

質
問
　
以
前
の
議
会
で
「
子
ど

も
食
堂
と
学
習
支
援
を
行
っ
て

は
」
の
質
問
に
、「
学
習
支
援

を
検
討
す
る
」
と
の
回
答
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

市
長
　
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
、
毎
週
中
学
生
を
対
象
に

学
習
・
生
活
支
援
事
業
を
実
施
。

本
年
利
用
者
８
人
。
利
用
者
数

は
延
べ
56
人
で
あ
る
。

質
問
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
少

し
で
も
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、

必
要
な
人
に
つ
な
げ
る
役
割
が

あ
る
が
、
市
は
ど
の
部
署
と
連

携
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
の
か
。

市
長
　
連
携
は
環
境
部
門
や
福

祉
部
門
等
で
、
食
品
ロ
ス
の
低

減
や
生
活
困
窮
者
支
援
の
両
面

か
ら
、
民
間
団
体
の
自
立
的
な

活
動
を
促
進
し
、
効
果
的
な
支

援
を
検
討
す
る
。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

質
問
　
国
と
し
て
推
進
す
る
事

業
で
あ
り
、
創
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
助
成
は
予
算
の
増
額
や
見
直

し
を
。

市
長
　
効
果
的
な
制
度
と
な
る

よ
う
補
助
単
価
の
見
直
し
等
を

検
討
す
る
。

西川 美佐保 議員（公明党）

ふじみ子ども食堂のボランティアの皆さん



ぎかいのトビラ（令和 3.11.1） 16

《Ｑ》市はどのように行政サービスに取り組むか

《Ａ》不安を安心に変えていただけるよう職員育成に努める

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
温
も

り
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

質
問
　
新
体
制
と
な
っ
た
羽
村

市
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
市
職
員
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
市
民
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
た
親
切
・
丁
寧
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
に
よ
る
不
安
を
抱
え
て
、
来

庁
し
た
市
民
の
皆
様
が
、
お
帰

り
に
な
る
際
に
は
、
不
安
を
安

心
に
変
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

感
染
症
対
策
に
お
け
る

組
織
強
化
を

質
問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応

を
は
じ
め
感
染
症
対
策
に
対
し

て
、
大
局
観
に
立
っ
た
指
揮
系

統
の
も
と
、
効
率
的
な
運
営
を

進
め
る
た
め
に
も
、
組
織
の
強

化
・
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
下
の
状
況
を
的
確
に

見
極
め
、
引
き
続
き
、
私
を
ト
ッ

プ
と
す
る
、
羽
村
市
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

に
お
け
る
明
確
な
指
揮
命
令
系

統
に
よ
る
対
策
の
も
と
、
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
関
連
部
署

の
連
携
を
強
化
し
、
柔
軟
か
つ
、

迅
速
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

水
害
対
策
・
土
砂
災
害
へ
の

備
え
に
つ
い
て

　

一
昨
年
の
台
風
第
19
号
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
何
点
か
質
問

し
た
。

質
問
　
清
流
地
区
に
お
け
る
、

あ
き
る
野
市
と
の
実
効
性
の
あ

る
災
害
協
定
は
締
結
さ
れ
た
か
。

市
長
　
あ
き
る
野
市
と
協
議
を

続
け
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、

協
定
の
締
結
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
で
、
早
期
に
締
結
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

石居 尚郎 議員（公明党）

温もりのある行政サービスの提供を
（羽村市役所）

《Ｑ》弁当配食サービスを実施すべきでは

《Ａ》アレルギー対応など、課題を整理した上で検討していく

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

質
問
　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
待
機

児
童
は
い
る
の
か
。

市
長
　
令
和
３
年
度
当
初
の
学

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は
、
全

体
で
は
、
定
員
に
余
剰
が
あ
る

も
の
の
、
富
士
見
学
童
ク
ラ
ブ

で
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

質
問
　
市
内
小
・
中
学
校
は
令

和
２
年
３
月
３
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
臨
時
休
業
を
実
施
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
時
間
を

拡
大
し
て
開
所
し
、
学
校
給
食

が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
羽
村

市
商
工
会
が
一
定
期
間
、
市
内
事

業
者
の
就
業
支
援
の
観
点
か
ら

弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

た
。
そ
の
時
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

９
日
間
で
、
延
べ
２
７

２
件
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用
し

た
保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
感
謝

の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
い
た
。

質
問
　
市
内
事
業
者
の
就
業
支

援
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
市

内
飲
食
業
の
経
済
効
果
の
３
つ

の
観
点
か
ら
商
工
会
と
連
携
し
、

弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
市
内
飲
食
業
の
支
援
、

市
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
等

に
繋
が
る
こ
と
か
ら
有
効
な
事

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
弁
当
配
食
に

つ
い
て
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
や
、
児
童
の
家
庭
環

境
の
違
い
な
ど
、
実
施
に
あ
た

っ
て
は
課
題
も
あ
る
。
他
自
治

体
で
の
実
施
状
況
や
保
護
者
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
羽
村
市
商
工
会
を
交

え
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

冨松 崇 議員（新政会）

ボランティア活動で学童クラブを清掃
する商工会青年部

■
そ
の
他
の
質
問
　

「
介
護
保
険
制
度
の
適
切

な
運
用
に
つ
い
て
」
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《Ｑ》デジタル機器に不慣れな方への配慮が必要だが《Ｑ》在宅介護家族への支援強化を！

《Ａ》関係機関と連携し迅速に支援に取り組む

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
介
護
・

高
齢
者
の
生
活
を

ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か

質
問
　
同
居
家
族
に
や
む
を
得

な
い
事
由
が
発
生
し
、
要
介
護

者
が
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
の
た
め
に
、

市
が
受
入
先
を
確
保
し
て
お
く

「
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
」
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
入
所
先
が
見
つ
か
ら
な

い
時
は
、
市
が
関
係
機
関
と
連

携
し
、
入
所
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
介

護
す
る
家
族
の
負
担
が
増
し
、

虐
待
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

家
族
へ
の
支
援
を
充
実
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
虐
待
が
増
え
て
い
る

状
況
に
は
な
い
が
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問
　
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
に

つ
い
て
、
今
後
の
開
催
方
法
等

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
羽
村
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
行
い
、
継
続
希

望
の
方
は
約
54
％
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
も
見
据
え
、
開
催
方
法

等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

職
員
の
「
心
の
健
康
調
査
」

に
つ
い
て

　

総
務
省
は
全
国
自
治
体
に
職

員
の
心
の
健
康
調
査
を
行
っ
た
。

市
の
実
態
と
職
場
の
環
境
整
備

等
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
　
昨
年
度
、
心
の
健
康
不

調
に
よ
り
、
１
週
間
以
上
休
ん

だ
職
員
数
は
何
人
か
。

市
長
　
９
人
で
あ
る
。

質
問
　
職
場
環
境
改
善
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

市
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
や
事
務
事
業
見
直

し
を
進
め
な
が
ら
良
好
な
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

大塚 あかね 議員（令和かがやき）

地域包括ケアシステム（羽村市高齢者福
祉計画及び第８期介護保険事業計画より）

《Ｑ》「検証」終了まで、新たな家屋移転は停止すべきでは

《Ａ》委託契約した事業範囲は着実にすすめる

西
口
区
画
整
理
の
「
検
証
中
」

は
新
た
な
工
事
を
中
止
す
べ
き

質
問
　
な
ぜ
令
和
５
年
度
ま
で

の
工
事
は
、
予
定
通
り
続
け
る

の
か
。

市
長
　
仮
住
ま
い
中
の
方
や
、

交
渉
中
の
方
に
不
利
益
を
生
ま

な
い
た
め
で
あ
る
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
移
転
し
た
建

物
数
は
。
令
和
５
年
度
に
は
い

く
つ
に
な
る
か
。

市
長
　
令
和
２
年
度
末
ま
で
は

１
３
６
棟
で
あ
り
、
令
和
５
年

度
ま
で
は
２
８
５
棟
の
見
込
み
。

質
問
　
「
検
証
」
の
終
了
ま
で
、

新
た
な
家
屋
移
転
の
手
続
き
は

停
止
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
委
託
契
約
し
た
事
業
範

囲
は
着
実
に
す
す
め
る
。

質
問
　
「
検
証
」
に
む
け
、
権

利
者
へ
の
一
斉
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
べ
き
で
は
。

市
長
　
客
観
性
を
も
つ
第
三
者

委
員
会
で
検
証
を
行
う
の
で
、

考
え
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
経
営
・

く
ら
し
の
状
況
は
ど
う
か

質
問
　
市
内
企
業
の
景
況
は
。

市
長
　
製
造
業
で
は
、
受
注
の

不
安
定
さ
な
ど
で
厳
し
い
。
建

設
・
不
動
産
業
は
、
資
材
の
高

騰
な
ど
で
予
断
を
許
さ
な
い
。

商
業
で
は
、
来
店
客
の
減
少
な

ど
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
事
業
者
へ
の
新
た
な
支

援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
「
事
業
者
応
援
事
業
助

成
金
」
の
増
額
予
算
を
提
案
す

る
な
ど
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
。

質
問
　
市
民
の
く
ら
し
の
状
況

は
ど
う
か
。

市
長
　
給
与
所
得
者
の
減
少
、

失
業
率
の
上
昇
な
ど
に
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

質
問
　
く
ら
し
へ
の
さ
ら
な
る

援
助
が
必
要
で
は
。

市
長
　
ニ
ー
ズ
や
必
要
性
を
見

極
め
、
適
切
な
支

援
を
し
て
い
く
。

建物移転した区画整理地区

鈴木 拓也 議員（日本共産党）
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コミュニティバス「はむらん」

《Ｑ》コミュニティ交通の広域連携の可能性はどうか

《Ａ》利便性向上の観点からも検討する意義がある

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
む
ら
ん
」
の
さ
ら
な
る

発
展
に
つ
い
て

質
問
　
「
は
む
ら
ん
」
運
行
ル

ー
ト
で
、
青
梅
市
立
総
合
病
院

や
箱
根
ヶ
崎
駅
の
延
伸
を
検
討

し
た
事
が
あ
る
か
。

市
長
　
青
梅
市
立
青
梅
総
合
病

院
へ
は
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
小
作
駅

か
ら
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
箱
根
ヶ
崎
駅
へ
の
運
行

ル
ー
ト
も
、
複
数
の
既
存
バ
ス

路
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で

は
運
行
ル
ー
ト
と
し
て
、
設
定

は
予
定
し
て
い
な
い
。

質
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
は
、

各
市
町
村
が
独
自
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
広
域
連
携
の
可
能
性
に

つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長
　
住
民
の
利
便
性
向
上
の

観
点
か
ら
も
検
討
の
意
義
が
あ

る
事
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、

隣
接
自
治
体
間
で
情
報
共
有
す

る
中
で
、
市
域
外
の
新
た
な
運

行
ル
ー
ト
設
定
や
、
バ
ス
停
共

有
に
よ
る
乗
り
継
ぎ
等
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。

質
問
　
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
利

便
性
を
高
め
、
市
民
の
満
足
度

の
向
上
の
た
め
、
市
は
、
今
後

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
い
て
、
ど
う
す

る
事
が
必
要
と
考
え
る
か
。

市
長
　
利
用
の
中
心
と
な
る

高
齢
者
の
利
用
状
況
把
握
に

努
め
、
必
要
に
応
じ
、
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
や
、
時
刻

改
正
等
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

設
備
の
更
新
な
ど
、
利
便
性

向
上
に
も
努
め
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》行政への不当要求には毅然とした態度と組織で対応を

《Ａ》苦情等対応マニュアルに基づき組織的に対応している

行
政
へ
の
不
当
要
求
、

行
政
対
象
暴
力
に
は
毅
然
と

し
た
態
度
と
組
織
で
対
応
を

質
問
　
行
政
へ
の
不
当
要
求
等

の
件
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
増
加
し
て
い
る
か
。

市
長
　
統
計
的
な
件
数
は
示
せ

な
い
が
、
窓
口
に
お
い
て
大
声

で
強
い
口
調
に
よ
り
罵
倒
さ
れ

る
等
の
事
例
は
発
生
し
て
い
る
。

質
問
　
不
当
要
求
、
行
政
対
象

暴
力
に
は
、
個
人
で
は
な
く
、

組
織
で
対
応
し
て
い
る
か
。

市
長
　
苦
情
等
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
、
組
織
的
に
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問
　
職
員
に
不
当
要
求
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
。

市
長
　
実
施
し
て
い
な
い
。

質
問
　
公
益
通
報
制
度
が
組
織

や
職
員
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
内
部
通
報
は
正
当
な
行

為
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
か

ら
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

組
織
に
と
っ
て
も
リ
ス
ク
の
早

期
把
握
お
よ
び
自
浄
作
用
の
向

上
に
資
す
る
と
捉
え
て
お
り
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
不
当
要
求
等
の
記
録
は

ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く
ら
い
の

期
間
保
存
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
不
当
要
求
等
の
事
案
が

発
生
し
た
場
合
、
相
手
の
言
動

等
を
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
、
そ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
適
正
か
つ
慎
重
に
判

断
す
る
。
ま
た
、
記
録
は
各
所

管
が
作
成
し
、
適
切
に
保
存
し

て
い
る
が
、
事
案
に
よ
り
保
存

年
限
は
異
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
　

「
日
本
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
目
指
し

て
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
」

「
枠
配
分
方
式
の
予
算

編
成
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
」

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

安全対策として窓口にさすまたを設置
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《Ｑ》区画整理事業の検証は進んでいるか

《Ａ》委員会構成など検討中。会議、議事録は公開する

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
57
弾　

質
問
　
事
業
検
証
は
進
ん
で
い

る
か
。

市
長
　
第
三
者
委
員
会
の
構
成

等
の
情
報
を
収
集
中
。
委
員
会

の
会
議
、
議
事
録
は
公
開
す
る
。

検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

後
を
検
討
す
る
。

質
問
　
検
証
前
に
事
業
を
進
め

て
は
な
ら
な
い
。
「
着
手
地
区

の
整
備
は
進
め
る
」
と
は
。

市
長
　
令
和
５
年
度
ま
で
の
委

託
地
域
は
計
画
通
り
進
め
る
。

後
は
議
会
の
議
決
が
必
要
。

質
問
　
２
０
２
１
年
度
の
移
転

補
償
交
渉
地
域
は
ど
こ
で
、
何

棟
、
移
転
年
度
は
い
つ
か
。

市
長
　
川
崎
一
丁
目
、
羽
村
大

橋
周
辺
。
移
転
は
33
棟
の
予
定
。

翌
年
度
移
転
予
定
の
建
物
補
償

調
査
は
42
棟
で
あ
る
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
の
敷
地
内
か
ら
の

玉
突
き
移
転
は
何
棟
か
。

市
長
　
移
転
は
58
棟
で
あ
る
。

質
問
　
第
３
回
事
業
計
画
変
更

は
い
つ
着
手
し
、
な
ぜ
変
更
か
。

東
京
地
方
裁
判
所
の
「
事
業
計

画
変
更
の
違
法
、
取
り
消
し
判

決
」
に
対
し
、
控
訴
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
平
成
27
年
度
か
ら
期
間

や
資
金
な
ど
を
見
直
し
た
。
判

決
内
容
が
容
認
で
き
ず
取
消
し

を
求
め
て
い
る
。

質
問
　
事
業
市
費
は
年
12
億
円

が
目
安
と
い
う
が
、
都
市
計
画

税
か
ら
は
４
億
円
が
限
度
で
は
。

市
長
　
事
業
市
費
年
平
均
９
億

９
千
万
円
。
不
足
分
は
市
債
を

活
用
す
る
。

質
問
　
「
集
団
移
転
の
範
囲
を

広
げ
る
と
、
数
年
で
事
業
を
完

了
」
と
い
う
。
そ
の
根
拠
と
、

反
対
へ
の
対
応
は
。

市
長
　
「
拡
大
し
工
事
を
効
率

的
に
進
め
る
と
期
間
が
短
縮
で

き
る
」
の
意
味
。
権
利
者
の
理

解
、
協
力
を
い
た
だ

く
努
力
を
重
ね
る
。

「区画整理事業・検証」への期待は大きい

山崎 陽一 議員（世論）

《Ｑ》新型コロナのワクチン接種のスピードアップは？

《Ａ》11月末までに希望する市民の２回接種完了へ取り組む

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

 

接
種
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

質
問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
へ
予
定
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
11
月
末
ま
で
に
希
望
す

る
市
民
が
２
回
接
種
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

質
問
　
羽
村
市
は
近
隣
市
町
村

に
比
べ
て
接
種
が
遅
れ
て
い
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長
　
９
月
６
日
現
在
で
、
１

回
接
種
率
が
56
・
９
％
、
２
回

接
種
率
が
44
・
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
近
隣
の
自
治
体
の
接
種

率
と
大
き
な
差
は
な
い
。

羽
村
駅
西
口
区
画
整
理
事
業
は
、

住
民
の
必
要
性
と

財
政
力
と
に
見
合
っ
た
も
の
に

質
問
　
「
移
転
を
望
ま
な
い
者

に
と
っ
て
は
減
歩
や
清
算
金
の

上
に
、
今
後
固
定
資
産
税
は
上

が
り
か
ね
な
い
な
ど
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
」
「
二
度
の
引
っ
越

し
、
仮
住
ま
い
、
建
て
替
え
が

生
活
を
壊
す
」
な
ど
住
民
の
声

を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
今
後

の
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
見

通
し
、
必
要
性
、
メ
リ
ッ
ト
を

ど
の
よ
う
に
検
証
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
関
係
権
利
者
の
声
は
、

丁
寧
に
伺
う
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
事
業
の
検
証
は
、

第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
行
っ

て
い
く
考
え
で
あ
り
、
個
別
の

意
見
を
伺
う
こ
と
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

気
兼
ね
な
く
冷
房
が
使
え
る

よ
う
に
、
生
活
保
護
者
な
ど
に

 

電
気
代
の
支
給
を

質
問
　
冷
房
用
電
気
代
を
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
ま
で
は
、
市

は
対
策
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
市
が
夏
季
の
光
熱
費

を
独
自
に
支
給
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

浜中 順 議員（日本共産党）

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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羽村大橋周辺の整備

《Ｑ》いわゆる特定空き家は何件か

《Ａ》倒壊の危険など、特定空き家に該当するものはない

令
和
４
年
度

 

予
算
案
策
定
に
あ
た
っ
て

歳
入
の
見
込
み
、
羽
村
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
の
計
画
に

つ
い
て

質
問
　
「
特
定
空
き
家
」
に
該

当
す
る
土
地
は
何
件
か
。

市
長
　
平
成
28
年
度
か
ら
29
年

度
に
か
け
て
空
き
家
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
約
２
５
０
件
の

空
き
家
を
把
握
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
「
特
定
空
き
家
等
」
に

該
当
す
る
も
の
は
な
い
。

質
問
　
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
固
定
資
産
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る
土
地
は
何

件
あ
る
か
。
そ
の
見
込
み
金
額
は
。

市
長
　
免
除
の
対
象
は
納
税
義

務
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
７
月
時
点
で
は
、
納
税
義

務
者
数
39
人
、
総
額
は
、
土
地

お
よ
び
建
物
を
合
わ
せ
、
約
９

０
０
万
円
で
あ
る
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
に
つ
い
て
開
通
は

い
つ
頃
か
。

市
長
　
羽
村
大
橋
東
詰
交
差
点

か
ら
新
奥
多
摩
街
道
ま
で
の
区

間
は
令
和
６
年
度
、
新
奥
多
摩

街
道
か
ら
東
部
踏
切
ま
で
の
区

間
は
令
和
11
年
度
を
目
途
に
、

順
次
、
用
地
空
け
並
び
に
、
平

面
部
の
整
備
を
完
了
す
る
計
画

と
し
て
い
る
。

質
問
　
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
を
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
12
号
線
の
開
通
の
み
で

中
止
し
た
場
合
、
都
市
計
画
税

が
減
税
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
税
率
を
引
き
下
げ
れ
ば
、

必
然
的
に
市
民
の
税
負
担
は
軽

減
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
都
市

基
盤
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り

市
民
が
得
ら
れ
る
利
便
性
の
向

上
や
経
済
効
果
な
ど
の
事
業
効

果
が
得
ら
れ
な
く
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
コ
ロ
ナ
感
染
情
報
に

つ
い
て
」

櫻沢 康 議員（新緑会）

《Ｑ》29歳以下のワクチン接種も急ぐべき

《Ａ》12歳以上の予約を９月６日から開始した

コ
ロ
ナ
対
策
の

情
報
発
信
は
迅
速
に

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
に
は
29
歳
以
下
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
急
ぐ
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
　
９
月
６
日
か
ら
12
歳
以

上
の
予
約
を
開
始
し
た
。
10
月

か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給

に
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
、
１

時
間
あ
た
り
の
接
種
人
数
を
増

や
す
予
定
で
あ
る
。
11
月
末
ま

で
に
、
希
望
す
る
全
て
の
市
民

の
２
回
接
種
が
完
了
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
外
国
籍
の
市
民
へ
の
情

報
は
漏
れ
な
く
伝
え
ら
れ
、
接

種
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
市
の
公
式
サ
イ
ト
は
多

言
語
対
応
と
な
っ
て
お
り
、

「
広
報
は
む
ら
」
も
外
国
語
訳

を
作
成
し
て
い
る
。
希
望
す
る

方
々
が
接
種
で
き
る
よ
う
周
知

に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や

接
種
状
況
な
ど
、
迅
速
な
情
報

発
信
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
供
給
量
の
正
確
な
把
握

は
困
難
で
あ
り
公
表
す
る
予
定

は
な
い
が
、
接
種
率
は
公
式
サ

イ
ト
で
公
表
し
て
い
る
。

「
水
は
む
ら
」
は
廃
止
し

環
境
都
市
を
目
指
そ
う

質
問
　
飲
料
業
界
で
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
削
減
が
進
ん
で
い
る
。

「
水
は
む
ら
」
は
廃
止
し
て
マ

イ
ボ
ト
ル
運
動
を
積
極
的
に
推

進
し
、
環
境
都
市
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。

市
長
　
環
境
に
配
慮
し
た
容
器

の
調
査
研
究
や
、
変
更
し
た
場

合
の
販
売
店
の
需
要
等
の
検
証

を
行
い
、
年
度
内
を
目
途
に
今

後
の
方
向
性
を
判
断
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
羽
村
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
は
抜
本
的

に
見
直
し
を
」

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）

羽村市の年齢別新規患者数（8 月）
※広報はむらより、60 代までを抜粋

櫻沢 康 議員（新緑会）
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《Ｑ》防犯カメラ増設に対する市の考えと計画は

《Ａ》今後も必要に応じて設置していきたい

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

 

ま
ち
づ
く
り
施
策

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

質
問
　
市
が
設
置
し
て
い
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
状
況
は
。

市
長
　
現
在
、
市
内
に
は
、
駅

周
辺
等
に
設
置
し
て
い
る
街
頭

カ
メ
ラ
が
25
台
、
通
学
路
に
設

置
し
て
い
る
カ
メ
ラ
が
12
台
の

計
37
台
で
あ
る
。

質
問
　
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
に
対

す
る
市
の
考
え
方
と
計
画
は
。

市
長
　
市
内
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
、
防
犯
上
、
有

効
な
対
策
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
要
望
な
ど
を
考
慮
し
、

福
生
警
察
署
を
は
じ
め
関
係
団

体
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
設
置
し

て
い
き
た
い
。

市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

は
む
ら
に
つ
い
て

質
問
　
隊
員
の
高
齢
化
と
と
も

に
新
規
隊
員
の
確
保
が
難
し
い

な
ど
、
活
動
面
の
影
響
が
出
始

め
て
い
る
。
市
は
課
題
を
把
握

し
、
運
営
等
の
支
援
を
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
市
で
は
、
市
民
パ
ト
ロ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
む
ら
の
運
営

費
を
補
助
し
て
い
る
ほ
か
、
青

色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
委
託
す
る
な

ど
、
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

意
見
交
換
の
中
で
、
隊
員
の
高

齢
化
や
、
新
た
な
隊
員
と
な
る

方
が
い
な
い
な
ど
の
課
題
の
共

有
を
図
り
、
市
民
活
動
情
報
紙

「
き
ず
な
」
で
の
活
動
紹
介
や
、

広
報
は
む
ら
へ
の
隊
員
募
集
記

事
の
掲
載
な
ど
、
隊
員
確
保
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
人
材
確
保
や
運
営
支
援
に

努
め
、
将
来
的
に
は
、
自
立
し

た
運
営
が
行
え
る
よ
う
支
援
を

す
る
。

梶 正明 議員（新緑会）

《Ｑ》消防団配備のポンプで排水できないか

《Ａ》検証し内水氾濫の対応強化を図る

羽
村
市
の

風
水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
消
防
団
配
備
の
ポ
ン
プ

を
一
部
「
雨
乞
街
道
」
に
配
置

し
、
宮
の
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
排

水
で
き
な
い
か
。

市
長
　
ポ
ン
プ
を
配
置
す
る
場

所
や
排
水
ホ
ー
ス
の
距
離
、
高

低
差
な
ど
を
考
慮
し
た
検
証
を

行
い
、
内
水
氾
濫
の
対
応
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
風
水
害
対
策
用
の
防
災

ウ
ェ
ー
ダ
ー
等
の
装
備
品
を
配

備
で
き
な
い
か
。

市
長
　
消
防
団
員
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
配

備
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
平
日
に
風
水
害
が
発
生

し
た
際
に
、
出
動
で
き
る
消
防

団
員
が
少
な
い
可
能
性
も
想
定

し
、
地
域
の
建
設
業
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
で
は
、
「
羽
村
市
建

設
防
災
協
力
会
」
や
、
「
東
京

土
建
一
般
労
働
組
合
西
多
摩
支

部
」
と
「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
災
害
時
に
お
け
る

資
機
材
や
人
員
の
応
援
な
ど
の

体
制
を
整
え
て
い
る
。
引
き
続

き
、
水
防
訓
練
や
防
災
訓
練
を

通
じ
て
、
連
携
・
協
力
体
制
の

強
化
・
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
消
防
団
員
獲
得
の
た
め

に
、
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
さ

ら
に
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
消
防
団
は
、
地
域
に
密

着
し
た
「
地
域
防
災
力
の
中

核
」
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
全
国

的
に
団
員
数
の
減
少
が
著
し
く
、

羽
村
市
に
お
い
て
も
消
防
団
員

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
等

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
安
定
的

な
団
員
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

印南 修太 議員（自由民主党創生）

昨年実施された内水氾濫対応訓練

パトロール活動を行う隊員
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《Ｑ》オリンピックなどの小・中学生への教育は

《Ａ》オリンピアンなどの講演会などを行った

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

 

に
つ
い
て

質
問
　
東
京
都
の
立
候
補
に
つ

い
て
は
ど
う
聞
い
て
い
る
か
。

市
長
　
２
０
１
１
年
の
知
事
表

明
よ
り
取
り
組
み
、
２
０
１
３

年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
東
京
が
当

選
し
た
。

質
問
　
市
担
当
課
の
活
動
状

況
は
。

市
長
　
「
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘

致
・
受
入
れ
事
業
」
「
気
運
醸

成
事
業
」
「
聖
火
リ
レ
ー
に
関

す
る
事
業
」
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
関

連
事
業
」
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
た
。

質
問
　
小
・
中
学
生
に
ど
う
教

え
て
い
た
の
か
。

教
育
長
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ

ン
ド
」「
障
害
者
理
解
」「
ス
ポ
ー

ツ
志
向
」「
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
と
誇
り
」「
豊
か
な
国
際
感

覚
」
の
五
つ
の
資
質
に
つ
い
て
、
体

験
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の

友
好
親
善
に
つ
い
て

質
問
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動

内
容
は
。

市
長
　
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
れ

や
、
交
流
事
業
を
実
施
し
た
。

質
問
　
今
後
の
親
善
計
画
は
。

市
長
　
市
民
同
士
の
交
流
な
ど

を
促
進
し
、
市
民
主
体
で
実
施

で
き
る
よ
う
、
後
押
し
を
し
て

い
き
た
い
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問
　
危
機
管
理
課
を
廃
止
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
平
成
24
年
に
設
置
し
た

が
、
災
害
発
生
時
等
に
即
応
す

る
た
め
平
成
31
年
に
防
災
安
全

課
に
統
合
し
た
。

質
問
　
再
設
置
の
検
討
は
。

市
長
　
現
時
点
で
考
え
は
な
い

が
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
見
直
し
を
常

に
行
っ
て
い
く
。

濱中 俊男 議員（新緑会）

パラリンピック聖火（羽村市の火）の採火

《Ｑ》換地設計変更の理由は

《Ａ》住宅再建・土地利用に支障が生じないように

羽
村
駅
西
口　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
令
和
５
年
度
ま
で
の
計

画
で
、
検
証
に
影
響
の
あ
る
部

分
は
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、

ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
進
め
方
が

間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は
市
民
の
声
を
き
ち
ん
と

聞
い
て
、
計
画
を
立
て
、
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
事
業

範
囲
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
移

転
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
権
利
者
の
皆
様
の
仮
換
地

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
も
計
画
通
り
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
第
三
者
委

員
会
で
の
検
証
を
踏
ま
え
、
今

後
の
事
業
の
方
向
性
を
導
き
出

し
て
行
く
。

質
問
　
最
近
、
換
地
設
計
が
変

更
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
理

由
と
手
順
は
。

市
長
　
変
更
の
理
由
は
、
す
で

に
移
転
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
権
利
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
様
の
住
宅
再
建
や
、

土
地
利
用
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
変
更
の
手
順
は
、
当
該

権
利
者
等
の
皆
様
の
諸
事
情
や

ご
意
向
を
お
聴
き
し
、
他
の
権

利
者
の
皆
様
の
仮
換
地
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
、
都
市
整
備

用
地
の
活
用
を
基
本
に
、
総
合

的
に
検
討
を
行
っ
た
変
更
案
を

権
利
者
の
皆
様
に
提
案
し
詳
細

な
ご
説
明
を
す
る
。
そ
の
上
で

改
め
て
複
数
回
の
協
議
の
後
、

最
終
的
に
「
換
地
変
更
承
諾

書
」
に
よ
り
了
承
を
得
る
。
そ

の
後
、
「
羽
村
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
審
議
会
」
に
諮
り
決
定

す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
な
ど
に
つ
い
て
」

水野 義裕 議員（令和かがやき）

羽東二丁目周辺の整備
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令和3年８月１日～令和3年１０月３１日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に

関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

8月

２日 ▪ 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２

委員会 （書面会議）

３日 ▪ 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３

委員会 (書面会議）

４日 ▪ 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１

委員会（書面会議）

  ▪ 東京都市議会議長会定例総会 （書面会議）

５日 ▪ 第１回議会改革推進委員会

30日 ▪ 第14回議会運営委員会

  ▪ 第９回議員全員協議会

31日 ▪ 一般社団法人大多摩観光連盟令和３年度第

８回通常総会（書面会議）

9月

７日 ▪ 第６回羽村市議会定例会（初日）

８日 ▪ 第６回羽村市議会定例会（２日目）

９日 ▪ 第６回羽村市議会定例会（３日目）

13日 ▪ 一般会計等予算審査特別委員会(補正予算）

  ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会　

14日 ▪ 第６回羽村市議会定例会（４日目）

  ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会　

16日 ▪ 第４回経済委員会

  ▪ 第４回総務委員会

   ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会　

17日 ▪ 第６回厚生委員会

  ▪ 第３回羽村市基地対策特別委員会

  ▪ 第15回議会運営委員会

  ▪ 第16回議会運営委員会

  ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会　

21日 ▪ 一般会計等決算審査特別委員会

22日 ▪ 一般会計等決算審査特別委員会

24日 ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会

27日 ▪ 第２回議会改革推進委員会

28日 ▪ 羽村市基本構想審査特別委員会

29日 ▪ 第７回広報委員会

30日 ▪ 第６回羽村市議会定例会（最終日）

  ▪ 第２回羽村市多摩都市モノレール建設促進

及び公共交通対策特別委員会

  ▪ 第10回議員全員協議会

10月

11日 ▪ 第８回広報委員会

13日 ▪ 第４回羽村市基地対策特別委員会

19日 ▪ 西多摩地区議長会定例会議

22日 ▪ 羽村市基地対策特別委員会調査研究活動

  ▪ 第３回議会改革推進委員会

25日 ▪ 第32回東京都道路整備事業推進大会

  　（書面開催）

　令和２年度の各会派への政務活動費は、議員全員協議会における申し合わせにより、全額執行せずに、市に

返還しました。

　これは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済活動の停滞により、市税等の減少が見込まれたこ

とや支援策の財源を確保すること、また、各会派による行政視察および研修の実施が困難であったことによる

ものです。

　このため、令和２年度の政務活動費については、公費からの執行実績はありません。

市議会からのお知らせ 各会派の政務活動費を全額返還しました



ぎかいのトビラ（令和 3.11.1） 24

「ぎかいのトビラ」は
再生紙を使用しています。

発行／羽村市議会　編集／広報委員会
　〒205−8601　東京都羽村市緑ヶ丘5−2−1　Fax 042（555）0889

Tel 042（555）1111（内線412〜414、416）

　

９
月
定
例
会
で
の
橋
本
新
市
政
へ
の
一

般
質
問
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
コ
ロ

ナ
禍
対
策
と
区
画
整
理
の
検
証
に
対
し
て

の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、「
新
市
政
」の
具

体
策
は
見
え
に
く
か
っ
た
。
前
市
長
か
ら

引
き
継
い
だ
予
算
・
事
業
で
す
が
、
住
民

の
期
待
に
は
工
夫
し
て
応
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
そ
れ
を
問
う
の
が
議
会
の
役
割
で

も
あ
り
ま
す
。　

　

決
定
事
項
を
知
ら
せ
る「
広
報
は
む
ら
」

に
対
し
、
議
会
だ
よ
り
は
、
「
何
を
、
ど

う
決
め
た
か
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
用
語
は
難
解

な
の
で「
難
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
書
く
。

や
さ
し
い
こ
と
を
深
く
書
く
。
深
い
こ
と

を
楽
し
く
書
く
」
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
年
４
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
る

１
０
０
件
近
い
議
案
を
調
べ
、
審
議
し
、

住
民
目
線
で
賛
否
を
決
め
る
。
「
こ
れ
ほ

ど
責
任
の
重
い
仕
事
は
な
い
」
が
、
議
員

と
し
て
の
実
感
で
す
。 

（
山
崎
）

編 集 後 記

羽村市公式サイト
 https://www.city.hamura.tokyo.jp/

しぎかいカレンダー
●12月定例会の予定●

 日 月 火 水 木 金 土

    11/25 26 27 

28 29 30 12/1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

陳情〆 　

本会議 本会議

常任委

本会議 本会議

常任委

本会議

　

予特
（補正）

議運

議会を見よう！知ろう！

～次の定例会は12月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで ！
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止し、傍聴に来られる皆さんの健康を守る観
点から、議場にお越しになる際は、マスクの
着用、手指消毒や検温、連絡先の記入など
のご協力をお願いしています。咳や発熱など
の症状がある場合は、傍聴を控えてください。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本
会議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、羽村市公式ウェブサ
イトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見ること
ができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の12月定例会審議予定分の締切
■議　運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
■予特（補正）
　…一般会計等予算審査特別委員会（令和３年度補正予算）

※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

26 27 28 29 30 31

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　

冨
松　

崇（
委
員
長
）

　

山
崎　

陽
一（
副
委
員
長
）

　

櫻
沢　

康　
　
　
　

浜
中　

順

　

大
塚　

あ
か
ね　
　

西
川　

美
佐
保

　

石
居　

尚
郎　
　
　

濱
中　

俊
男


